
流
し
原
稿
（
３
・
２
７
街
頭
演
説
） 

 
 
 
 

 
 

 

２
０
２
２
年
３
月
１
８
日
・
埼
玉
県
委
員
会 

       

◆
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

 

福
島
県
沖
地
震
で
苦
し
む
被
災
者
の
支
援
と
復
旧
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。 

◆
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

 

「
ロ
シ
ア
は
無
差
別
攻
撃
を
や
め
ろ
」
「
戦
争
反
対
。
国
連
憲
章
と
国
際
人
道
法
を
守
れ
」 

反
戦
平
和
を
貫
く
党
と
し
て
、
日
本
と
世
界
の
人
々
と
連
帯
し
て
声
を
あ
げ
続
け
ま
す
。 

 

非
核
三
原
則
を
堅
持
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。 

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
「
保
有
」
に
断
固
反
対
し
、
憲
法
９
条
を
守
り
ま
す
。 

軍
事
対
軍
事
で
は
な
く
、
９
条
を
生
か
し
た
平
和
外
交
に
力
を
つ
く
す
べ
き
で
す
。 

◆
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

国
の
責
任
で
、
３
回
目
接
種
の
一
刻
も
早
い
実
施
を
求
め
ま
す
。 

病
院
へ
の
十
分
な
財
政
支
援
、
保
健
所
の
大
幅
な
人
員
増
を
国
に
強
く
求
め
ま
す
。 

◆
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

大
幅
賃
上
げ
と
社
会
保
障
の
拡
充
で
人
に
や
さ
し
く
強
い
経
済
を
つ
く
り
ま
す
。 

労
働
者
派
遣
法
を
抜
本
改
正
し
、
安
定
し
た
雇
用
を
実
現
し
ま
す
。 

く
ら
し
と
営
業
を
あ
た
た
め
る
消
費
税
減
税
こ
そ
実
行
す
べ
き
で
す
。 

◆
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

 

子
ど
も
の
声
を
聞
き
、
子
ど
も
の
権
利
が
大
切
に
さ
れ
る
政
治
を
つ
く
り
ま
す
。 

 

人
権
侵
害
の
理
不
尽
な
校
則
は
見
直
し
が
必
要
で
す
。 

 

子
ど
も
の
医
療
費
、
学
校
給
食
の
無
償
化
を
さ
ら
に
す
す
め
ま
す
。 

【
メ
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
を
読
む
】 

◆
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

学
費
半
額
、
入
学
金
の
廃
止
、
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
学
生
へ
の
食
料
支
援
活
動
を
支
え
て
い
き
ま
す
。 

◆
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

男
女
の
賃
金
格
差
の
解
消
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。 

選
択
的
夫
婦
別
姓
や
同
性
婚
を
実
現
し
ま
す
。 

「
痴
漢
ゼ
ロ
」
な
ど
、
性
暴
力
を
な
く
し
ま
す
。 

◆
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

脱
炭
素
社
会
へ
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
の
６
割
削
減
を
実
現
し
ま
す
。 

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
推
進
で
投
資
を
拡
大
し
、
地
域
の
雇
用
を
増
や
し
ま
す
。 

◆
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
徹
底
的
に
糾
弾
し
、
反
戦
平
和
の
闘
い
を
伝
え
る
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

３
月
２
７
日
（
日
）
１
４
時
、
浦
和
駅
東
口
に
て
日
本
共
産
党
街
頭
演
説
を
行
い
ま
す
。
志
位
和
夫

委
員
長
、
梅
村
さ
え
子
参
院
埼
玉
選
挙
区
予
定
候
補
が
お
話
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

メインスポット 


